
                        
 

  

                           

     

六
月
十
七
日(

日)

布
教
記
念
祭
仕
え
ら

れ
ま
し
た
。 

矢
野
政
美
大
人
・
サ
ダ
子
先
生
ご
夫
婦

が
昭
和
二
十
六
年

六
月
十
八
日
に
、

加
治
木
町
向
江
町

の
松
田
モ
ト
氏
の

借
家
で
布
教
を
始

め
ら
れ
た
記
念
の

お
祭
り
で
す
。 

甘
木
親
教
会
初

代
教
会
長
安
武
松

太
郎
先
生
の
百
日
祭
が
終
っ
て
間
も
な
く

の
、
昭
和
二
十
六
年
六
月
十
七
日
に
、
甘

木
教
会
二
代
親
先
生
始
め
多
く
の
在
籍
教

師
・
信
奉
者
に
見
送
ら
れ
て
出
立
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
夜
は
栗
野
教
会(

鹿
児
島
県)

に
泊
ま
ら
れ
、
翌
十
八
日
に
加
治
木
で
の

布
教
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
よ
う
に
し
て
、
戦
後
加
治
木
教
会

が
再
出
発
の
船
出
を
し
て
六
十
一
年
を
迎

え
ま
し
た
。 
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ご
祭
典
で
は
、
そ
の
よ
う
な
、
今
日
ま

で
の
加
治
木
教
会
の
歩
み
の
中
に
こ
も
る
、

深
い
親
神
様
の
思
し
召
し
や
お
計
ら
い･

願
い
に
、
お
礼
申
し
上
げ
る
意
味
合
い
の

祭
詞
が
奏
上
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
祭
典
終
了
後
『
加
治
木
教
会
の
あ
ゆ

み
』
と
い
う
十
五
分
ほ
ど
に
ま
と
め
ら
れ

た
写
真
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
、
加
治
木
教
会

の
歴
史
を
、
古
い
写
真
や
簡
潔
に
ま
と
め

ら
れ
た
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
改
め

て
確
認
し
勉
強
し
直
し
ま
し
た
。 

          

ビ
デ
オ
鑑
賞
後
、
さ
ら
に
加
治
木
布
教

の
歴
史
に
つ
い
て
、
大
切
な
点
な
ど
の
詳

し
い
お
話
し
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 教

話
後
、
恒
例
の
赤
飯
の
お
直
会
を
参

拝
者
一
同
で
頂
き
ま
し
た
。 

お
直
会
の
席
で
、
六
十
一
年
間
布
教
の

御
用
に
生
涯
を
捧
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
親

奥
様
に
、
信
奉
者
か
ら
花
束
を
贈
ら
れ
る

サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
お
直
会
で
は
六
月
九
日
に
、
め

で
た
く
ご
結
婚
さ
れ
ま
し
た
永
原
和
人
さ

ん･

仁
美
さ
ん
ご
夫
婦
の
結
婚
式
の
写
真

を
テ
レ
ビ
で
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
一

同
と
っ
て
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
！ 

      
 

  
         

           

 
  

…
… 

６
月 

…
…
…
… 

１(

金) 

●
報

徳

月

例

祭

 

10
時
半 

３(

日) 

親
教
会
参
拝
日
（参
拝
で
き
る

か
否
か
は
未
定

） 

〃 
(

連)

信
奉
者
研
修
会 

於
・俵
積
田
公
民
館 

８(

金) 

斎

掃

御

用 
 
  
 

10
時 

９(

土) (

永
原
家
結
婚
式
…
於
・鹿
児
島
市
内) 

10(

日)

●
生
神
金
光

大

神

様 

月

例

祭 

10
時
半 

12(

火)

〜
13(

水) 

教
区
女
性
教
師
会 

16(

土) 

斎

掃

御

用 
 
  
 

10
時 

17(

日) 

加
治
木
教
会
布
教
61
年
記
念
祭 

21(

木) 

斎

掃

御

用 
 
  

10
時 

22(

金)

●
月
例
祭
引
き

続
き

共
励
会 

13
時
半 

26(

火)

〜
27(

水) 

 
 
 

◇
南
九
教
区
教
会
長
教
師
研
修
会 

29(

金) 

斎

掃

御

用 
 
  
 

10
時 

30(

土) 

上
半
期
感
謝
祭 

10
時
半 
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六
月
三
日
、
枕
崎
市
俵
積
田
公
民
館
に

お
い
て
、
鹿
児
島
地
方
教
会
連
合
会
主
催

「
信
奉
者
研
修
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

講
師
に
、
真
幸
教
会
長(
宮
崎
県
え
び
の

市)

佐
藤
孝
一
先
生
を
お
迎
え
し
、
『
私
と

神
様
と
の
出
会
い
』
と
い
う
講
題
で
、
涙

の
こ
ぼ
れ
る
よ
う
な
、
長
年
に
わ
た
り
親

先
生
が
か
け
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
あ
っ
た
、

篤
い
信
心
の
物
語
を
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

鹿
児
島
県
下
か
ら
四
十
人
ほ
ど
の
信
奉

者
が
集
い
、
信
心
の
研
修･

研
鑽(

け
ん
さ

ん)

に
励
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

午
前
中
に
講
話
、
午
後
に
質
疑
応
答
が

あ
り
、
三
代
に
わ
た
る
貴
重
な
信
心
体
験

談
を
伺
い
、
あ
り
が
た
い
思
い
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。 

…
◇
…
◇
…
◇
…
◇
…
◇
… 

 

『
私
と
神
様
と
の
出
会
い
』 

真
幸
教
会
長 

佐
藤
孝
一
師 

 

〔

講

話

の

要

旨

〕 

 

祖
父
佐
藤
長
作(

さ
と
う
ち
ょ
う
さ
く)

は
、
明
治
四
十
三
年
、
宮
崎
県
小
林
市
か

ら
二
十
キ
ロ
ほ
ど
山
中
に
入
っ
た
桑
又

(

く
わ
ま
た)

と
い
う
と
こ
ろ
で
布
教
を
開

始
。
宮
崎
布
教
の
先
駆
者
。
そ
の
孫
と
し

て
昭
和
四
年
に
生
ま
れ
る
。 

教
会
は
、
後
に
本
庄
町(

現
、
国
富
町)

に
移
る
。
父
は
祖
父
の
思
い
を
受
け
継
ぐ

気
持
ち
に
な
れ
な
か
っ
た
。 

祖
父
他
界
後
に
後
妻
の
祖
母
が
父
を
後

継
者
に
育
て
よ
う
と
し
た
が
、
死
後
や
っ

と
継
ぐ
気
に
な
る
。 

そ
し
て
、
父
は
息
子
の
私
が
働
い
て
学

校
に
行
く
よ
う
に
決
め
て
い
た
と
き
に
、

寸
前
で
急
に
入
学
を
止
め
さ
せ
た
。
こ
れ

ま
で
祖
母
に
対
し
て
親
不
孝
し
て
い
た
父

の
身
勝
手
さ
が
許
せ
ず
、
父
と
対
立
し
、

私
は
京
都
に
仕
事
に
出
た
。 

そ
の
三
ヶ
月
後
に
母
が
他
界
し
、
宮
崎

に
帰
り
二
人
の
小
学
生
の
弟
の
面
倒
を
見

る
。
の
ち
結
婚
し
二
人
の
子
に
恵
ま
れ
る
。 

親
先
生(

小
林
教
会
・
中
村
八
郎
先
生)

の
元
へ
は
時
々
お
参
り
を
続
け
て
い
た
。 

昭
和
五
十
三
年
、
父
が
倒
れ
脳
軟
化
症
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で
介
護
が
必
要
と
な
る
。
地
元
に
残
っ
た

自
分
だ
け
が
、
大
変
な
介
護
に
一
人
で
当

た
り
兄
弟
を
も
恨
む
。 

二
年
後
の
昭
和
五
十
五
年
、
私
五
十
一

才
の
と
き
、
父
が
他
界
す
る
と
も
、
介
護

を
し
て
い
る
間
に
、
妻
の
美
容
院
経
営
が

行
き
詰
ま
り
、
多
額
の
借
金
が
で
き
て
い

た
。
厳
し
い
借
金
の
取
立
て
に
追
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
そ
の
厳
し
さ
に
自
殺
を
考

え
る
。 

自
殺
を
決
意
し
て
い
た
と
き
、
親
先
生

(

小
林
教
会
・
中
村
八
郎
先
生)

か
ら
見
抜
か

れ
「
あ
ん
た
は
え
ら
い
こ
と
を
考
え
て
き

た
な
、
逃
げ
て
は
な
ら
ん
、
神
様
が
必
ず

道
を
つ
け
て
く
だ
さ
る
」
と
諭
さ
れ
る
。 

決
意
を
新
た
に
し
て
借
金
返
済
に
取
り

組
む
こ
と
に
す
る
。「
い
つ
終
る
か
も
わ
か

り
ま
せ
ん
が
借
金
が
終
っ
た
な
ら
ば
、
佐

藤
の
家
の
仕
事
、
お
道
の
教
師
の
御
用
を

継
が
せ
て

い
た
だ
き

ま
す
」
と
誓

う
。 苦

心

惨

憺
の
中
、
家

が
売
れ
サ

ラ
金
の
借

金
を
返
し
終
え
、
次
に
就
職
の
お
か
げ
を

頂
き
約
十
年
を
か
け
、
債
権
者
の
借
金
を

返
済
す
る
。 

お
か
げ
を
蒙
り
借
金
を
完
済
し
、
平
成

五
年
六
十
二
才
で
、
金
光
教
学
院
へ
入
り

お
道
の
教
師
と
な
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
。 お

優
し
い
中
村
八
郎
先
生
は
、
お
道
の

教
師
と
な
ら
せ
て
い
た
だ
い
く
私
に
「
…

あ
ん
た
に
私
と
同
じ
お
道
の
教
師
の
苦
労

を
さ
せ
る
の
は
忍
び
な
い
」
と
泣
か
れ
た
。 

学
院
在
学
中
に
中
村
八
郎
先
生
が
お
国

替
え
さ
れ
る
。 

そ
う
し
て
、
真
幸
教
会
の
後
継
に
入
り
、

前
教
会
長
先
生
の
介
護
、
自
身
の
大
病
大

手
術
を
経
、
貴
重
な
体
験
を
重
ね
な
が
ら

御
用
。 

私
自
身
の
、
大
借
金
を
お
か
げ
頂
い
た

経
験
を
も
と
に
、
助
か
る
信
者
が
生
ま
れ

る
。 来

月
で
七
十
四
才
。
恨
ん
だ
父
・
兄
弟

に
今
手
を
合
わ
せ
て
い
る
。 
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八
月
五
日(
日)
の
少
年
少
女
全
国
大
会

(

ご
霊
地
に
て)

や
、
お
道
の
行
事
で
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
演
奏
を
目
指
し
て
…
。 

六
月
か
ら
は
、
毎
週
金
曜
夜
七
時
か
ら

で
す
。
一
時
間
ほ
ど
の
練
習
で
、
テ
ス
ト

期
間
中
な
ど
は
休
ん
で
い
ま
す
。 

                

          

コ
ツ
コ
ツ
と
練
習
を
積
み
重
ね
て
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
ご
参
加

下
さ
い
。 

今
年
練
習
し
て
い
る
の
は
、
曲
は
『
小

さ
な
世
界
』『
上
を
向
い
て
歩
こ
う
』
の
二

曲
で
す
。 

  

  

六
月
九
日(

土)

、
永
原
隼
人
さ
ん
久
子

さ
ん
の
長
男 

和
人
さ
ん
が
、
仁
美
さ
ん
と
、

め
で
た
く
ご
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。
末
永
い

お
幸
せ
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

  

        
   

川
畑
祐
義 

之
霊
神
（
７
日
）
平
成
17
年 

中
野 

繁 

之
霊
神
（
９
日
）昭
和
54
年 

大
山
ち
あ
き
之
霊
神
（
12
日
）平
成
13
年 

村
上
淑
子 

之
霊
神
（
13
日
）昭
和
52
年 

福
山
悦
子 

之
霊
神
（
13
日
）平
成
２
年 

津
上
甚
次
郎
之
霊
神

（
18
日
）昭
和
31
年 

金
竹
重
利 

之
霊
神
（
19
日
）昭
和
60
年 

山
本
豊
子 

之
霊
神
（
19
日
）昭
和
３
年 

上
田
ス
ギ 

之
霊
神
（
19
日
）平
成
21
年 

福
元
三
次
郎 

之
霊
神

（
20
日
）昭
和
33
年 

須
藤
禮
子 

之
霊
神
（
22
日
）平
成
18
年 

平
地
政
男 

之
霊
神
（
25
日
）昭
和
21
年 

前
田
ツ
ネ 

之
霊
神
（
27
日
）
昭
和
60
年 
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教 

会 

行 

事 
 

 

…
… 

７
月 

…
…
…
… 

１(

日) 

●
月
例
祭 (

報
徳)

10
時
半 

３(

火)

〜
５(

木) 

少
大
会
実
行
委
員
会(

Ａ) 

８(

日) (

連)

女
性
の
集
い (

加
音
ホ
ー
ル) 

10
時 

 

〃 
 

多
良
木
教
会 

祈
願
祭 

９(

月) 

斎

掃

御

用 
 
 
 

10
時 

10(

火) 

●
月
例
祭 (

生
神
金
光

大

神

様) 

10
時
半 

13(

金) 

御 

用 

奉 

仕 

14(

土) 

●
加
治
木
教
会 

祈
願
祭 

11
時 

16(

祝) 

甘
木
親
教
会 

教
師
研
修
会 

17(

火) 

●
甘
木
親
教
会 

祈
願
祭 

21(

土) 

斎

掃

御

用 
  
 

10
時 

22(
日) 

●
月
例
祭(

天
地
金

乃
神
様)･

共
励
会

13
時
半 

 

〃 
 
 

●
夜
の
月
例
祭 

 

20
時 

25(

水) 
鹿
児
島
地
連 

教
師
会 

31(

火) 

斎

掃

御

用 
  
 

10
時 

 

★
バ
ン
ド
練
習
（毎
週
金
曜 

19
時
〜
） 

…
６
月
か
ら
金
曜
日
に
な
り
ま
し
た
。 

◆
日
程
未
定
行
事
◆ 

※
若
婦
人
会 

 

※
青
年
会 

☆
少
年
少
女
会
・青
年
会
・
若
婦
人
会
は
、
都
合
に
よ
り
日

程
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
随
時
連
絡
し
ま
す
の

で
お
気
を
付
け
下
さ
い
。 

 

…
… 

８
月 

…
…
…
… 

１(

水) 

●
月
例
祭 (

報
徳)

10
時
半 

３(

金) 

甘
木
親
教
会
参
拝
日 

４(

土) 
(

少
年
少
女
全
国
大
会 

出
発) 

５(

日) 

少
年
少
女
全
国
大
会 

６(

月) 
(

少
年
少
女
全
国
大
会 

帰
着) 

９(

木) 

斎

掃

御

用 
 
 
 

10
時 

10(

金) 

●
月
例
祭 

(

生
神
金
光

大

神

様) 

10
時
半 

12(

日) 

●
朝
参
拝
日 

６
時 

20(

月)

〜
21(

火) 

 

甘
木 

婦
人
教
師
会 

21(

火) 

斎

掃

御

用 
  
 

10
時 

22(

水) 

●
月
例
祭(

天
地
金

乃
神
様)･

共
励
会

13
時
半 

 

〃 
 
 

●
夜
の
月
例
祭 

20
時 

30(

木)

〜
31(

金) 

教
区
会
議 

31(

金) 

斎
掃
御
用  

10
時 

 

 
 
  
 

   

  


